
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
成
立
は
十
世
紀
末
、
作
者
は
未
詳
だ
が
、
漢
学
に
詳

し
い
男
性
官
人
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

男
性
の
関
心
が
高
い
行
事
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
１
）

中
で
も
相
撲
節
’
七
月
に
近
衛
府
主
催
で
行
わ
れ
、
左
近
衛
府
・
右
近
衛
府

に
分
か
れ
て
勝
負
を
競
う
行
事
ｌ
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
で
は
大
き
く
取
り

（
２
）

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
対
照
的
に
女
流
文
学
に
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い

と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。

平
安
時
代
の
女
流
文
学
作
品
で
実
際
に
相
撲
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の

は
以
下
の
『
栄
花
物
語
』
の
み
で
あ
る
。

は
以
下
の
『
栄
花
物
語
』

相
撲
な
ど
も
、
（
Ｚ

方
に
見
所
あ
り
。

「
う
つ
ほ
物
語
」
相
撲
節
の
虚
構

序

_、

ウ
筥一ン

清
涼
殿
に
て
中
宮
は
御
覧
ず

ｌ
左
大
将
家
で
の
準
備
の
場
面
を
中
心
に
Ｉ

よ
る
姿
ど
も
の
並
み
』
ち
え
る
ぞ
、
う
と
ま

。
Ｔ
）
閨
闘
調
州
封
刊
潤
州
司
『
。
』

（
『
栄
花
物
語
」
巻
第
三
十
六
・
根
あ
は
せ
３
一
一
一
七
一
一
～
一
一
一
七
三
頁
）

天
喜
二
年
（
一
○
五
四
）
、
里
内
裏
と
し
て
い
た
四
条
宮
の
清
涼
殿
で
相

（
３
）

撲
が
行
わ
れ
、
「
中
宮
」
（
章
子
内
親
王
）
、
「
皇
后
宮
」
（
藤
原
寛
子
）
が
観

覧
し
て
い
る
（
傍
線
部
ア
・
オ
）
。
『
栄
花
物
語
』
は
儀
式
や
取
り
組
み
の
様

子
は
そ
れ
な
り
に
見
所
が
あ
る
と
言
い
（
傍
線
部
イ
）
、
清
涼
殿
の
庭
に
士

（
４
）

俵
や
相
撲
司
の
標
所
が
訓
亟
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
が
（
傍
線
部

壬
、
一
方
で
相
撲
人
の
裸
体
が
並
ん
で
い
る
ざ
ま
を
「
う
と
ま
し
」
と
不

快
に
感
じ
て
い
る
（
傍
線
部
ウ
）
。

ま
た
、
『
枕
草
子
』
の
相
撲
に
関
す
る
唯
一
の
記
述
で
は
、
言
葉
が
乱
暴

相
撲
可
の
樗
一
Ｐ
よ
ど
あ
り
十
Ｊ

と
〈
詠
み
け
り
。
（
ォ
）

し
か
り
け
る
。

浪
の
上
池
の
堤
は
高
く
と
も
月
日
に
い
か
で
近
く
な
る
ら
ん

ダーベ

エ
ミーン皇

后
宮
は
東
な
る
屋
に
て
御
覧
ず

御
前
に
堤
（
Ⅱ
土
俵
）
か
き
て
、
月
日
の
山
（
Ⅱ

。
女
一
房
誰
に
か
、

松
野
彩

○
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（
『
蜻
蛉
日
記
」
下
巻
三
○
五
頁
）

還
饗
は
勝
っ
た
方
の
大
将
が
自
邸
で
催
す
饗
宴
の
こ
と
で
、
大
将
は
正
妻

と
と
も
に
采
配
を
振
る
う
が
、
『
蜻
蛉
日
記
』
の
作
者
は
、
大
将
の
妻
と
は
い
っ

て
も
正
妻
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
夫
が
自
邸
で
催
す
還
饗
を
他
人
事
と
し
て

聞
く
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
傍
線
部
ク
）
。

一
方
、
男
性
官
人
た
ち
に
と
っ
て
、
近
衛
府
主
催
で
華
や
か
に
行
わ
れ
る

相
撲
節
は
一
大
関
心
事
で
あ
っ
た
。
当
時
の
公
卿
の
日
記
や
『
う
つ
ほ
物
語
」

（
５
）

に
は
、
準
備
か
ら
巴
超
饗
ま
で
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
相
撲
節
に
関
わ
る
描
写
を
見
る
と
、

史
実
に
忠
実
な
部
分
も
あ
る
が
、
現
存
す
る
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
設
定
も

見
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
第
十
一
巻
「
内
侍
の
か
み
」

で
相
撲
の
準
備
期
間
を
描
い
た
部
分
に
注
目
し
、
第
一
に
左
大
将
の
屋
敷
に

ど
も
。
雷
鳴
の
陣
の
舎
人
。
（
キ
ー
柵
撹
。

（
『
枕
草
子
』
「
こ
と
ば
な
め
げ
な
る
も
の
」
三
七
一
一
一
頁
）

平
安
中
期
の
女
流
文
学
作
品
で
「
相
撲
」
の
用
例
は
、
他
に
『
蜻
蛉
日
記
』

に
四
例
、
『
源
氏
物
語
』
に
二
例
あ
る
が
、
以
下
の
『
蜻
蛉
日
記
』
の
記
述

か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
近
衛
府
大
将
の
正
妻
で
も
な
い
限
り
、
女
性
た

ち
の
相
撲
に
対
す
る
関
心
は
高
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
も
の
の
例
と
し
て
相
撲
人
を
あ
げ
て
い
る

夛戸へ

ク
、＝〆

－、

カ
ーグ

性
睦
』
の
画
一
遍
饗
●
な
と
‘
も
の
の

こ
と
ば
な
め
げ
な
る
も
の

し
い
る
（
傍
線
部
力
・
キ
）
。

宮
の
ぺ
の
祭
文
よ
む
人
。
舟
漕
ぐ
者

○

問
題
の
場
面
は
、
「
内
侍
の
か
み
」
巻
の
相
撲
節
の
準
備
期
間
に
左
大
将

正
頼
邸
に
相
撲
人
が
集
め
ら
れ
て
い
る
部
分
で
（
傍
線
部
ケ
）
、
正
頼
は
實

子
に
出
て
直
接
相
撲
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
（
傍
線
部
己
、
当
Ｈ
の
取
り

組
み
の
順
番
を
指
示
し
、
政
所
か
ら
物
品
を
取
り
出
し
て
与
え
（
傍
線
部
サ
）
、

相
撲
人
た
ち
の
士
気
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

（
６
）

相
撲
人
た
ち
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
一
一
に
左
大
将
が
自
邸
で
椅
子
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
が
史
料
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
虚
構
で
あ
り
、
そ
の
虚

構
に
よ
っ
て
左
大
将
源
正
頼
Ｓ
う
つ
ほ
物
語
』
の
主
要
登
場
人
物
の
一
人
、

第
一
部
の
女
主
人
公
と
も
一
一
一
一
口
わ
れ
る
「
あ
て
宮
」
の
父
）
の
相
撲
節
に
対
す

る
熱
意
が
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
左
右
大
将
家
の

相
撲
節
準
備
の
場
面
の
描
か
れ
方
の
違
い
を
比
較
し
、
相
撲
の
当
日
に
「
賄（
７
）

ひ
」
（
食
事
の
給
仕
役
）
を
務
め
る
女
御
の
衣
裳
を
用
一
息
す
る
と
い
う
描
写

も
含
め
、
左
大
将
側
の
準
備
に
つ
い
て
三
点
の
虚
構
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
左
大
将
家
の
相
撲
節
に
対
す
る
熱
意
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
察
す
る
。

多
く
参
れ
り
。
一
コ
－
お
と
ど
（
Ⅱ
正
頼
）
椅
子
立
て
て
、

し
ま
し
て
の
た
ま
ふ
。
〔
正
頼
↓
相
撲
人
〕
「
今
年
右
大
将
殿

か
か
る
ほ
ど
に
、
一
ヶ
｝
左
大
将
殿
（
Ⅱ
正
頼
邸
）
に
、
左
の
相
撲
い
と

二
正
頼
邸
の
相
撲
人

－、

コ
ーン

-、

ケ
ープ

實
子
に
お
は

Ｔ
藤
原
兼
雅
）
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（
『
う
つ
ほ
物
語
』
内
侍
の
か
み
２
一
八
八
～
一
八
九
頁
）

（
８
）

し
か
し
、
大
日
方
克
己
氏
に
よ
る
と
、
相
撲
節
の
た
め
に
各
地
か
ら
都
に

（
９
）
う
ち
と
り

集
め
ら
れ
た
相
撲
人
は
、
大
内
裏
内
の
左
右
近
衛
府
で
「
内
取
」
（
予
行
演

習
）
を
繰
り
返
し
、
当
日
に
備
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
｜

（
、
）

条
朝
ま
で
の
史
実
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
相
撲
の
「
内
取
」
を
監
督
す
る
た

め
に
近
衛
府
の
官
人
が
宮
中
に
参
内
し
て
い
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『
貞
信
公
記
』
『
九
暦
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
小
右
記
』
な
ど
の
大
将
経
験
者
の

Ｈ
記
に
は
、
自
邸
に
相
撲
人
を
集
め
て
物
を
与
え
た
り
、
指
示
を
出
し
た
り

し
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
場
面
で
左
大
将
正
頼

が
自
邸
に
相
撲
人
た
ち
を
集
め
て
い
る
の
は
虚
構
で
、
そ
の
虚
構
に
よ
っ
て
、

占
手
果
て
の
番
ｒ
叩
よ
む
よ
力
ら
む
よ
ど
た
ま
ひ
て
物

も
、
『
例
よ
り
は
心
殊
に
、
今
年
の
相
撲
仕
う
ま
つ
ら
す
べ
き
こ
と
な

り
』
な
ど
の
た
ま
ふ
を
、
常
よ
り
も
い
た
は
り
て
候
へ
。
並
則
（
Ⅱ
左

方
の
相
撲
人
）
、
か
く
参
上
り
た
れ
ば
、
例
よ
り
ま
さ
る
と
覚
ゆ
る
年

な
り
。
右
大
将
殿
も
、
『
並
則
ま
う
で
来
た
る
を
』
と
な
む
の
た
ま
ふ

こ
と
し
あ
り
し
。
〔
兼
雅
↓
正
麺
『
あ
な
た
の
下
野
の
最
手
、
先
に
並
則

に
会
ひ
た
り
し
行
経
Ｔ
右
方
の
相
撲
人
）
ま
う
で
来
ず
。
さ
り
と
も

必
ず
ま
う
で
来
ら
む
」
と
な
む
の
た
ま
ひ
し
・
さ
ら
で
も
右
に
は
、
い

と
こ
と
も
な
き
相
撲
ど
も
あ
ま
た
あ
め
り
。
あ
や
し
く
例
の
左
右
の
と

あ
る
に
き
し
ろ
ひ
て
、
こ
と
ご
と
し
き
こ
と
あ
る
を
、
（
サ
ニ
の
に
は

い
と
い
か
め
し
う
、
政
所
よ
り
調
じ
て
賜
ふ

○

￣、

サ
ーグ

（
１
）
大
内
裏
内
で
の
使
用

大
内
裏
内
で
の
椅
子
の
使
用
に
つ
い
て
、

規
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
左
大
将
正
頼
が
自
邸
で
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
検
討
す

る
。
問
題
の
箇
所
は
前
掲
の
引
用
の
傍
線
部
．
「
お
と
ど
Ｔ
左
大
将
正
頼
）

（
、
）

椅
子
立
て
て
、
實
子
に
お
は
し
ま
し
て
の
た
ま
ふ
」
で
あ
る
。
一
」
の
部
分
に

注
を
付
け
て
い
る
の
は
〈
岩
波
大
系
〉
〈
新
全
集
〉
の
み
で
、
両
注
釈
書
は

椅
子
の
説
明
と
そ
れ
が
實
子
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
、
〈
新
全
集
〉

は
「
左
大
将
と
し
て
威
儀
を
整
え
、
配
下
の
相
撲
人
を
観
閲
す
る
体
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
大
将
が
自
邸
で
椅
子
を
使
用
し
て
い
る

の
は
当
時
の
実
態
と
異
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
椅
子
が
ど

の
よ
う
な
場
所
で
誰
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
を
、
（
１
）
大
内
裏
内
で
の
使
用
、

（
２
）
貴
族
の
私
邸
で
の
使
用
、
に
分
け
て
確
認
し
、
正
頼
が
椅
子
を
使
用

し
て
い
る
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

正
頼
が
い
か
に
相
撲
節
に
力
を
注
い
で
い
る
か
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。

凡

ン
で、

三
椅
子
の
使
用
状
況

御
座
（
Ⅱ
天
皇
の
座
）
者
。
：
…
・
紫
辰
殿
調
筈
黒
柿
木
圖
訓

（
胆
）

『
延
一
早
目
式
』
に
は
次
の
よ
う
に○
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（
『
貞
信
公
記
』
逸
文
・
承
平
三
年
［
九
一
一
一
一
一
一
］
五
月
三
日
条
）

こ
れ
は
藤
原
恒
佐
が
大
納
言
に
着
任
し
た
時
の
こ
と
を
記
し
た
部
分
で
、

公
卿
は
着
任
時
に
「
着
座
」
と
い
う
大
政
官
庁
・
外
記
庁
に
設
け
ら
れ
た
自

身
の
椅
子
に
着
座
す
る
儀
式
を
行
う
が
、
こ
こ
で
は
外
記
庁
に
椅
子
を
立
て

（
川
）

た
と
あ
る
（
傍
線
部
ソ
）
。

げ
ん
き
も
ん

し
き
の
み
ぞ
う
し
（
応
）

ま
た
、
次
の
『
吏
部
王
記
』
の
例
で
は
、
玄
輝
門
の
西
や
、
職
御
曹
司
な

に
ぐ
う
だ
い
き
よ
う
（
肥
）

ど
で
行
わ
れ
た
二
宮
大
饗
の
際
に
、
親
王
・
公
卿
（
中
納
一
一
一
一
口
以
上
）
の
た
め

に
椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
チ
）
。

余
白
木
床
子
。

（
『
延
喜
式
豈
掃
部
寮
」
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
椅
子
を
使
用
で
き
る
の
は
、
天
皇
、
皇
太
子
、
親
王
、

臣
下
で
は
中
納
言
以
上
で
（
傍
線
部
シ
ー
セ
）
、
椅
子
は
権
威
の
象
徴
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
親
王
・
臣
下
の
場
合
は
「
露
座
」
（
傍

線
部
セ
）
、
つ
ま
り
太
政
官
庁
で
椅
子
に
着
席
す
る
と
記
載
き
れ
て
い
る
が
、

げ
き
ち
よ
う
（
⑬
）

平
安
中
期
の
例
を
見
る
と
、
外
記
庁
な
ど
大
内
裏
内
の
他
の
場
所
で
も
証
亟
置

さ
れ
て
い
る
。

而
依
二
降
雨
一
不
し
着
二
新
作
椅
子
一
也

行
幸
並
通
用
。

－、

ゾ
ーン

凡
そ
）

凡
設
レ
座
者
。
頁
）

’一ｈ口、（チ）

新
大
納
一
一
、
恒
佐
一
一
欲
一
一
一
《
’
外
旭
・
椅
子
一
也

一
応
者
親
壬
及
中
納
一
一
一
口
□
上
椅
子

中
宮
饗
設
二
玄
輝
門
西
一
、
東
宮
設
二
職
御
曹
司
一
、
親
王
南
面
、

皇

子
…
…
白
木
椅
子
。
〈
敷
二
錦
褥
一
。
〉
殿
上
丼

。
五
位
已
上
漆
床
子
。
白

一ミ

タ
、－〆

（
２
）
貴
族
の
私
邸
で
の
使
用

（
Ⅳ
）

続
い
て
、
貴
族
の
私
邸
で
の
使
用
状
況
だ
が
、
小
泉
和
子
氏
は
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。

貴
族
住
宅
で
は
、
た
と
え
摂
関
家
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
椅
子
や
座
具

は
使
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
使
っ
た
と
す
れ
ば
何
ら

か
の
痕
跡
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
な
い
。

（
岨
）

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
平
安
中
期
の
古
記
録
・
仮
名
文
学
作
口
叩

に
お
い
て
貴
族
の
私
邸
で
の
椅
子
の
設
置
例
を
見
た
と
こ
ろ
、
①
后
、
②
天

皇
・
上
皇
（
待
遇
）
の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
例
は
、
以
下
に
あ
げ
る
例
を

は
じ
め
と
し
て
多
数
あ
っ
た
。
し
か
し
、
臣
下
の
た
め
に
椅
子
が
設
置
さ
れ

た
例
は
、
③
天
皇
の
勅
使
を
迎
え
る
時
の
み
で
あ
っ
た
。

上
王
公
座
一
、
後
屏
風
上
張
二
軟
障
一
、
〉
四
位
五
位
用
一
一
長
床
子
一
、
〈
四

位
南
長
押
下
、
五
位
西
長
押
下
、
二
重
、
〉
設
二
楽
人
平
張
於
南
庭
一
云
々
、

（
『
吏
部
王
記
』
延
長
三
年
［
九
二
五
］
一
月
二
日
条
）

こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
に
、
正
頼
は
大
将
兼
大
納
言
で
あ
る
か
ら
、
場
合
に

よ
っ
て
は
大
内
裏
内
で
椅
子
に
座
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
中
期
の

相
撲
節
に
関
す
る
記
録
を
見
る
と
、
準
備
も
含
め
て
近
衛
大
将
が
椅
子
を
使

用
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。

ム
卿
北
面
投
一
椅
子
唯
参
議
用
几
子

南
北
面
、
〈
設
二
長
押
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①
后

さ
く
り
つ

皇
妃
は
后
に
冊
立
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
宮
中
を
退
出
し
、

ぼ
ん
ぐ
う

本
官
の
儀
を
行
っ
た
後
、
改
め
て
宮
中
に
参
内
す
る
が
、
以
下
の
尉

里
邸
で
の
儀
式
の
様
子
で
、
后
が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
確
訶

（
傍
線
部
シ
）
。

（
四
条
殿
の
）
入
し
白
一
一
中
門
一
、
於
二
西
対
巽
邊
一
拝
礼
、
。
…
：
（
シ
）

②
天
皇
・
上
皇
（
待
遇
）

次
の
例
は
士
御
門
殿
に
一
条
天
皇
の
行
幸
を
迎
え
る
た
め
の
設
営
の
様
子

き
ざ
は
し

で
、
寝
殿
の
南
面
の
階
の
前
に
椅
子
が
立
て
ら
れ
て
い
る
（
傍
線
部
テ
）
。

（
依
）
行
幸
、
御
装
束
寝
殿
、
一
一
Ｚ
（
上
）
御
在
所
南
御
簾
上
二
五
間
一
、

當
二
階
間
一
立
二
御
椅
子
一
、

（
「
御
堂
関
白
記
」
寛
弘
三
年
［
’
○
○
六
］
九
月
二
十
一
日
条
）

ま
た
、
「
う
つ
ほ
物
語
」
や
「
源
氏
物
語
」
で
は
、
上
皇
（
待
遇
）
の
た

め
に
椅
子
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

・
寝
殿
に
、
（
ト
ー
二
と
こ
ろ
（
Ⅱ
嵯
峨
院
、
朱
雀
院
の
二
人
）
お
は
し
ま

制
剣
刈
ｑ
ｕ
口
、
御
簾
の
帽
額
に
は
、
大
紋
の
錦
を
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
高

藤
原
遵
子
）
理
髪
、
白
御
（
衣
）
白
管
着
一
一
‐
給
白
装
束
一
、
着
工
‐
給
掎

子
二
云
々
、
（
「
小
右
記
」
天
元
五
年
［
九
八
一
一
］
三
月
十
一
日
条
）

造
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
黄
金
の
筋
や
り
、

く
巻
き
上
げ
て
、

（
ト
）

御
浜
床
に
蒔
絵
し
て
、
一
十
）
椅
子
に
も
、
紫
檀
の
を

．
黄
金
の
筋
や
り
、
螺
細
摺
り
た
る
、
玉
入
れ
た
る
、

る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
宮
中
を
退
出
し
、
里
邸
で

改
め
て
宮
中
に
参
内
す
る
が
、
以
下
の
例
は
そ
の

、
后
が
椅
子
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

ヘ

テ
ー

￣、

ナ
、－〆

皇
后
（
Ⅱ

③
天
皇
の
勅
使

さ
ら
に
、
次
の
「
小
右
記
」
の
例
か
ら
は
、
勅
使
が
貴
族
の
私
邸
を
来
訪

し
た
際
に
は
、
椅
子
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

昨
日
、
頭
中
将
上
表
今
日
有
二
勅
答
一
、
遣
二
少
納
一
一
一
一
口
（
藤
原
）
時
方
一
、
〈
前

『
う
つ
ほ
物
語
」
で
は
、
嵯
峨
院
・
朱
雀
院
の
二
人
の
上
皇
を
京
極
邸
に

迎
え
る
時
に
（
傍
線
部
ト
ー
ニ
）
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
准
太
上
天
皇
と
い

う
地
位
（
上
皇
待
遇
）
の
光
源
氏
の
四
十
賀
に
際
し
て
、
光
源
氏
が
着
座
す

る
た
め
の
椅
子
が
二
条
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
部
ヌ
・
ネ
）
。

椅
子
一
、
無
二
拝
礼
一
、
是
貞
信
公
（
藤
原
忠
平
）
御
時
例
、
具
在
二
故
殿
（
藤

原
実
頓
）
御
記
一
、（
『
小
右
記
』
永
称
元
年
［
九
八
九
］
十
二
月
十
五
日
条
）

お
ほ
か
た
の
所
の
面
白
き
よ
り
も
、
御
し
つ
ら
ひ
い
と
め
で
た
し
。

（
『
う
つ
ほ
物
語
』
楼
の
上
・
下
３
五
六
七
～
五
六
八
頁
）

母
屋
分
け
て
、
（
嵯
峨
院
、
朱
雀
院
そ
れ
ぞ
れ
の
た
め
に
）
二
つ
に
し

…
…
寝
殿
の
放
出
を
例
の
し
つ
ら
ひ
て
、
（
ネ
ー
螺
細
の
椅
子
立
て
た
り
。

（
「
源
氏
物
語
」
若
菜
・
下
４
九
三
～
九
四
頁
）

母
屋
分
け
て
、

フ
フ
罠
一
・
、
（
一
一
）

例
遺
二
少
将
一
、
如
何
、
〉
（
ノ
）

つ
ら
へ
て
、
一
二
一
椅
子
立
て
り
。

（
同
３
五
七
六
頁
）

（
紫
の
上
は
）
（
乙
訓
副
詞
周
に
て
、
そ
の
御
設
け
は
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。

彼
家
没
一
八
一
給
禄
如
例
佃
不

〆■、

,i（
～〆
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第
一
一
節
・
三
節
で
は
、
「
内
侍
の
か
み
」
巻
の
相
撲
節
の
準
備
部
分
に
つ

い
て
史
実
に
は
見
ら
れ
な
い
描
写
が
あ
る
こ
と
を
史
料
を
も
と
に
指
摘
し
た

が
、
そ
れ
ら
の
描
写
も
含
め
て
、
物
語
中
で
は
左
右
近
衛
大
将
が
と
も
に
相

撲
節
に
熱
意
を
傾
け
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
傍
線
部
ハ
ー
フ
）
。

こ
れ
は
藤
原
公
任
が
前
日
に
上
表
し
て
い
た
父
頼
忠
の
封
国
返
上
の
件
に

つ
い
て
、
帝
か
ら
の
返
事
を
少
納
言
藤
原
時
方
が
公
任
の
家
に
伝
え
に
行
っ

た
時
の
も
の
で
あ
る
。
帝
か
ら
の
「
勅
答
」
を
携
え
て
き
た
使
者
の
た
め
に
、

通
常
で
あ
れ
ば
椅
子
を
設
置
す
る
が
、
こ
の
時
は
設
置
し
な
か
っ
た
と
あ
る

（
傍
線
部
ノ
）
。

し
た
が
っ
て
、
平
安
中
期
に
お
い
て
、
貴
族
の
私
邸
に
椅
子
を
設
置
す
る

の
は
、
①
后
、
②
天
皇
及
び
上
皇
と
上
皇
待
遇
、
臣
下
で
は
③
の
勅
使
を
迎

え
る
時
の
み
で
、
「
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
い
て
、
大
将
の
正
頼
が
自
邸
内
に

椅
子
を
設
置
し
て
、
相
撲
人
の
前
で
訓
示
を
与
え
て
い
る
状
況
は
、
当
時
の

実
態
と
は
異
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
史
実
と
異
な
る
設
定
は
、
大
将

と
し
て
の
立
場
以
上
に
、
椅
子
を
設
置
す
る
よ
う
な
天
皇
、
あ
る
い
は
天
皇

の
命
を
受
け
た
勅
使
の
よ
う
な
強
い
権
威
を
も
っ
て
相
撲
人
た
ち
に
接
し
、

こ
の
相
撲
節
に
お
い
て
自
身
の
所
属
す
る
左
近
衛
府
方
を
勝
利
に
導
こ
う
と

す
る
正
頼
の
強
い
意
気
込
み
を
表
し
て
い
る
。

四
左
右
大
将
家
の
描
か
れ
方
の
相
違

そ
ぎ
て
日
々
に
参
り
た
ま
ふ
。
そ
の
こ
と
定
め
ら
れ
な
ど
す
。

（
同
２
一
九
一
頁
）

し
か
し
、
左
大
将
家
、
右
大
将
家
そ
れ
ぞ
れ
が
相
撲
節
の
準
備
を
し
て
い

る
部
分
を
比
較
す
る
と
、
重
点
の
満
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
右
大
将
家
で

は
、
節
会
当
日
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
様
子
も
記
さ
れ
る
が
、
還
饗
の

準
備
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
以
下
の
場
面
は
前
掲
の
引
用
の
傍
線

部
ケ
ー
サ
の
後
に
位
置
す
る
部
分
で
あ
る
。

●

む
。
来
ぬ
ま
で
も
し
か
恩
ひ
た
ら
む
に
、
負
く
る
に
て
も
な
ん
で
ふ
こ

と
か
あ
ら
む
と
す
る
。
に
は
か
に
て
悪
し
か
り
な
む
。
な
ほ
心
と
ど
め

て
し
た
ま
へ
や
。
か
づ
け
物
な
ど
多
く
設
け
た
ま
へ
」
と
、
北
の
方
に

聞
こ
え
た
ま
ふ
。
政
所
な
ど
に
、
か
く
の
ご
と
く
禄
ど
も
限
り
な
く
、

（
旧
）

清
げ
な
る
打
敷
な
ど
の
こ
と
ど
も
訓
亟
け
さ
せ
た
ま
へ
り
。
「
左
近
中
将

た
ち
、
は
た
勝
ち
負
け
せ
む
ほ
ど
の
楽
仕
う
ま
つ
ら
せ
む
。
こ
と
勝
つ

相
撲
の
こ
と
を
の
み
、
他
の
御
心
な
く
、
日
の
近
く
な
る
ま
ま
に
、
い

か
く
て
、
（
へ
）

や
が
て
次
将
た
ち
な
ど
い
ま
す
る
こ
と
あ
り
な
む
を
、
さ
る
心
設
け
せ

－、

フ
、－〆

￣

ヒ
ーグ

（
ハ
）

大
将
た
ち
は
わ
れ
も
わ
れ
も
劣
ら
じ
と
な
む
恩
し
け
る
。

（
同
２
一
九
○
頁
）

「
わ
れ
も
わ
れ
も
劣
ら
じ
」
と
恩
ほ
す
。

（
『
う
つ
ほ
物
語
』
内
侍
の
か
み
２
一
七
九
頁
）

そ
の
日
ご
ろ
は
、
左
、
右
近
衛
大
将
、
中
、
少
将
、
た
だ
こ
の
頃

右
大
将
殿
も
、
「
論
な
う
、
今
年
の
相
撲
は
勝
た
む
方
に
、
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取
う
出
調
ぜ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
（
同
２
一
八
九
～
一
九
○
頁
）

右
大
将
藤
原
兼
雅
の
邸
で
は
、
相
撲
節
当
日
に
兼
雅
と
息
子
の
仲
忠
が
着

用
す
る
衣
裳
と
し
て
、
こ
の
上
な
く
綺
麗
な
も
の
を
用
意
さ
せ
て
い
る
が
（
傍

線
部
マ
）
、
傍
線
部
へ
か
ら
傍
線
部
ホ
に
か
け
て
、
還
饗
を
な
ん
と
か
し
て

華
麗
で
め
っ
た
に
な
い
も
の
に
し
た
い
と
語
っ
て
お
り
、
相
撲
節
当
日
よ
り

（
卯
）

も
還
饗
を
熱
心
に
準
備
し
て
い
る
様
子
を
中
、
心
に
描
い
て
い
る
。
な
お
、
左

大
将
家
の
準
備
の
場
面
と
は
異
な
り
、
こ
の
部
分
に
史
実
に
反
す
る
描
写
は

認
め
ら
れ
な
い
。

｜
方
、
左
大
将
家
で
は
、
還
饗
の
準
備
に
つ
い
て
「
同
じ
ご
と
こ
の
相
撲

の
こ
と
を
定
め
ら
る
る
に
」
（
同
一
九
○
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
第
二
節
・
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
相
撲
節
の
当
日
の
準
備
に
熱
心

で
あ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
準
備
に
か
か
わ
る
場
面
の
中
で
、
も

う
一
点
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
正
頼
が
皇
妃
で
あ
る
娘
た
ち
が
当
日
に

着
用
す
る
衣
裳
を
準
備
す
る
際
に
、
「
論
な
く
」
「
賄
ひ
」
を
務
め
る
と
言
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
傍
線
部
ミ
）
。

も
、
限

も
の
な
ら
ば
、
そ
の
藍

と
の
た
ま
ひ
て
、
「
余
）

か
に
せ
む
」
と
て
、
…
…
（
マ
）

Ｉふ
ぺ
き
御
装
束
ど
も
、
大
将
の
お
と
ど
の
も
、
仲
忠
の
中
将
の
た
め
に

〆￣、

ミ
ーグ

か
く
て
、
宮
お
と
ど
、
国
々
よ
り
参
れ
る
絹
御
覧
じ
て
、
「
相
撲

り
な
く
清
ら
に
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。

そ
の
遊
び
人
ど
も
、
相
撲
人
ど
も
は
選
び
定
め
て
む
」

し
か
で
饗
を
鱈
１

こ
と
も
め

そ
の
相
撲
の
節
の
日
奉
り
て
参
り
た
ま

北
の
方
、
絹
、
綾
、
ふ
ざ
に

は
心
し
て
よ
く
せ
ら
れ
た
ら
む
ぞ
よ
か
ら
む
」
。
「
御
裳
な
ど
は
摺
ら
せ

た
り
。
唐
の
御
衣
ど
も
ぞ
ま
だ
せ
ぬ
」
な
ど
の
た
ま
は
せ
、
ま
た
お
と

ど
の
そ
の
日
奉
る
べ
き
御
衣
の
こ
と
。

（
同
２
一
九
二
頁
）

「
内
侍
の
か
み
」
巻
で
実
際
に
「
賄
ひ
」
を
務
め
る
の
は
、
こ
こ
で
名
前

の
挙
が
っ
て
い
る
二
人
の
娘
の
う
ち
、
仁
寿
殿
の
女
御
だ
が
、
節
会
に
お
い

て
女
御
が
「
賄
ひ
」
を
務
め
る
こ
と
白
体
が
虚
構
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

（
則
）

の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
「
賄
ひ
」
は
「
陪

膳
」
と
も
表
記
さ
れ
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
・
古
記
録
・
有
職
故
実
書
な

（
〃
）

ど
を
調
査
す
る
と
、
節
〈
玄
や
行
幸
な
ど
の
特
別
な
儀
式
の
際
に
、
女
性
が
「
賄

ひ
（
陪
膳
）
」
を
務
め
る
例
は
、
典
侍
・
掌
侍
・
御
厘
殿
・
命
婦
・
釆
女
・

主
上
付
き
の
乳
母
な
ど
女
官
・
女
房
で
、
皇
妃
で
あ
る
女
御
が
務
め
る
例
は

見
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
相
撲
節
の
陪
膳
に
限
定
し
て
見
る
と
「
江
家
次
第
」

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

膳
力

東
宮
参
者
亮
陪
膳
、
執
柄
陪
従
五
位
蔵
人
奉
し
之
、
。
…
・
・
蔵
人
之
外

不
し
役
一
一
‐
供
之
一
、
太
子
御
料
用
二
折
櫃
六
前
一
、
〈
亮
兼
昇
殿
者
陪
膳
〉
、

執
柄
御
料
衝
重
一
一
前
〈
Ｚ
一
五
位
蔵
人
陪
膳
、
若
春
宮
参
上
時
田
竺
兼
昇

殿
者
一
〉

Ｓ
江
家
次
第
』
「
相
撲
召
合
」
）

天
皇
に
対
し
て
は
五
位
の
蔵
人
が
、
春
宮
に
対
し
て
は
春
宮
の
昇
殿
を
許

き
れ
た
者
が
陪
膳
を
務
め
る
と
あ
る
（
傍
線
部
ム
）
。
こ
の
他
に
、
『
御
堂
関

む
」
。
お
と
ど
、
「
論
な
く
、
御
賄
ひ
に
も
こ
そ
あ
た
り
た
ま

の
節
の
Ｌ
寿
殿
、
藤
壷
の
御
装
束
、
し
力
で
生

し
て
た
て
ま
ら

〈（ム）

。
ざ
る
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（
幻
）

［
ロ
記
」
『
後
一
一
条
師
通
記
』
『
中
右
記
』
な
ど
に
例
が
あ
る
が
、
す
べ
て
男
性

が
務
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
相
撲
節
の
「
賄
ひ
（
陪
膳
）
」
は
男
性
が
務
め

る
も
の
で
あ
り
、
女
性
、
ま
し
て
女
御
が
そ
の
役
割
を
務
め
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
女
御
が
「
賄
ひ
」
を
務
め
る
と
い
う
設
定
は
虚
構
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
相
撲
節
の
準
備
の
場
面
で
は
、
相
撲
人
を
自
邸
に
集
め
て

指
示
・
給
禄
、
椅
子
、
女
御
の
「
賄
ひ
」
と
三
点
の
虚
構
が
見
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

以
上
、
左
右
大
将
家
の
相
撲
節
準
備
の
様
子
を
見
て
き
た
が
、
還
饗
に
重

点
を
置
く
右
大
将
家
と
、
節
会
当
日
に
重
点
を
置
く
左
大
将
家
の
よ
う
に
描

き
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
結
局
、
当
日
の
準
備
に
熱
意
を
傾
け
て
い
る
左

大
将
側
が
勝
利
す
る
展
開
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
『
う
つ
ほ
物
語
』
は
行

事
や
そ
の
準
備
に
つ
い
て
物
事
を
羅
列
的
に
述
べ
て
い
る
と
い
う
評
価
を
受

け
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
相
撲
節
の
準
備
に
関
し
て
は
、
左
大
将
側
が
相

撲
の
勝
負
に
お
い
て
も
趣
向
に
お
い
て
も
勝
利
す
る
こ
と
を
予
感
き
せ
る
よ

う
に
節
会
当
日
に
向
け
て
熱
心
に
準
備
す
る
様
子
が
描
か
れ
、
そ
の
熱
心
さ

を
際
だ
て
る
よ
う
に
、
史
実
に
は
忠
実
で
は
な
い
描
写
が
三
点
も
用
い
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
内
侍
の
か
み
」
巻
は
、
相
撲
の
準
備
か
ら
当
日
ま
で
の
様
子
が
詳
細
に

描
か
れ
、
そ
れ
が
ま
る
で
当
時
の
実
態
で
あ
る
か
の
よ
う
に
現
代
の
読
者
を

錯
覚
さ
せ
る
。
し
か
し
、
史
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
史
実
と
は
異
な
る

部
分
が
あ
り
、
本
稿
で
は
、
相
撲
節
の
準
備
の
様
子
に
注
目
し
て
、
大
将
の

屋
敷
に
相
撲
人
た
ち
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
場
面
に
お
い

て
大
将
が
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
女
御
が
「
賄
ひ
」
を
務
め
る
と
い
う
描
写
を
あ
わ
せ
た

三
点
の
虚
構
で
、
左
大
将
正
頼
が
い
か
に
相
撲
節
に
熱
意
を
傾
け
て
い
る
か

が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
史
料
と
比
較
し
、
史
実
に
忠
実
な
表
現
で
あ
る
か
を
識
別

す
る
こ
と
は
、
作
者
や
当
時
の
読
者
に
よ
り
近
い
位
置
で
物
語
表
現
を
読
み

解
く
こ
と
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
描
か

れ
た
相
撲
節
の
儀
式
次
第
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
も
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊
本
文
の
引
用
は
、
仮
名
文
学
作
品
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
っ
た
。

〈
新
全
集
〉
と
略
す
。
引
用
文
に
は
傍
線
や
注
記
を
施
し
、
読
点
を
補
っ
た
。

〔
〕
内
に
は
発
話
者
・
手
紙
の
書
き
手
な
ど
を
記
し
、
↓
の
後
に
会
話
の

五
結
び
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聞
き
手
・
手
紙
の
読
み
手
を
記
し
た
。
漢
文
を
引
用
す
る
際
に
は
、
傍
書
は

（
）
、
割
注
は
〈
〉
で
示
し
、
返
り
点
を
施
し
た
。

＊
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
注
釈
書
は
、
〈
新
全
集
〉
の
ほ
か
に
以
下
の
八
本
を

参
照
し
、
略
称
に
く
〉
を
つ
け
た
形
で
提
示
し
た
。

。
〈
国
文
叢
書
〉
…
鎌
田
正
憲
『
字
津
保
物
語
』
校
注
国
文
叢
書
（
博
文
館
、

’
九
一
五
年
）

。
〈
校
註
大
系
〉
…
石
川
佐
久
太
郎
『
字
津
保
物
語
」
校
註
日
本
文
学

大
系
（
国
民
図
書
株
式
会
社
、
一
九
二
七
年
）

．
〈
有
朋
堂
文
庫
〉
…
武
笠
三
『
字
津
保
物
語
」
有
朋
堂
文
庫
（
有
朋

堂
書
店
、
一
九
二
八
年
）

．
〈
朝
日
全
書
〉
・
・
・
宮
田
和
一
郎
『
字
津
保
物
語
』
日
本
古
典
全
書
（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
五
一
～
一
九
五
七
年
）

。
〈
岩
波
大
系
〉
…
河
野
多
麻
『
字
津
保
物
語
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩

波
書
店
、
一
九
五
九
～
一
九
六
二
年
）

．
〈
角
川
文
庫
〉
…
原
田
芳
起
『
字
津
保
物
語
』
角
川
文
庫
（
角
川
書
店
、

一
九
六
九
～
一
九
七
○
年
）

．
〈
校
注
古
典
叢
書
〉
…
野
口
元
大
『
う
つ
ほ
物
語
』
校
注
古
典
叢
書
（
明

治
書
院
、
一
九
六
九
～
一
九
九
九
年
）

．
〈
お
う
ふ
う
〉
…
室
城
秀
之
校
注
『
う
つ
ほ
物
語
全
改
訂
版
」
（
お

う
ふ
う
、
二
○
○
一
年
）

う
、
今
少
し
め
づ
ら
し
か
ら
む
こ
と
し
つ
け
て
、
同
じ
く
は
例
に
せ
む
。
な

ほ
今
日
の
相
撲
の
こ
と
、
よ
に
ま
た
あ
る
ま
じ
く
古
事
に
せ
む
と
な
む
恩
ふ
。

（
『
う
つ
ほ
物
語
』
内
侍
の
か
み
２
二
○
五
～
二
○
六
頁
）

（
２
）
作
者
が
男
性
の
作
品
で
は
、
平
安
後
期
成
立
の
『
大
鏡
」
に
「
相
撲
」
の
用
例

が
四
例
あ
る
。
「
大
鏡
』
に
は
儀
式
次
第
な
ど
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
「
道

長
（
雑
々
物
語
と
に
は
、
有
名
な
琵
琶
の
名
人
が
玄
上
（
宮
中
に
代
々
伝
わ

る
宝
物
の
琵
琶
）
を
弾
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
（
三
八
九
～
一
一
一
九
○

頁
）
。
ま
た
、
説
話
集
に
も
相
撲
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
平

安
末
期
成
立
の
『
今
昔
物
語
集
」
の
巻
第
一
一
十
三
「
大
学
衆
試
相
撲
人
成
村

語
第
二
十
一
」
「
相
撲
人
海
恒
世
会
蛇
試
力
第
一
一
十
一
一
」
「
相
撲
人
私
市
宗
平

投
上
鰐
語
第
二
十
五
」
や
、
鎌
倉
時
代
初
期
成
立
だ
が
「
古
今
著
聞
集
」
の

巻
第
十
「
相
撲
強
力
第
十
五
」
な
ど
は
、
平
安
時
代
の
相
撲
の
実
態
を
よ
く

／￣へＲ

ｌ注
、－－－'

平
安
時
代
初
頭
、
相
撲
は
七
夕
節
会
（
七
月
七
日
）
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

平
安
中
期
に
は
七
夕
と
分
離
し
、
七
月
下
旬
に
近
衛
府
の
主
催
で
行
わ
れ
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
厳
密
に
言
う
と
節
会
と
は
言
え
な
い
の
だ
が
、

「
う
つ
ほ
物
語
」
の
中
で
は
「
節
会
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
（
傍
線

部
ａ
）
、
本
稿
で
は
相
撲
節
と
表
記
す
る
。

う
に
な
っ
て
い
た
。

「
う
つ
ほ
物
語
」
の

部
ａ
）
、
本
稿
で
は

〔
朱
雀
帝
〕
「
（
ａ
）

恩
ほ
ゆ
る
日
に
な
む
あ
る
を
、
今
日
累
代
の
例
に
な
り
ぬ
く
か
め
り

７
日
（
Ⅱ
相
撲
節
）
な
む
例
囚
即
言
旧
似
調
Ⅶ
Ⅱ
ｄ
ｎ
コ
ｕ
劇

。
忠
ふ
や
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伝
え
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

（
３
）
「
中
宮
」
は
天
皇
の
正
妻
の
こ
と
。
后
、
皇
后
と
も
呼
ぶ
。
本
稿
で
は
引
用
を
除
き
、

ひ

后
と
い
う
表
現
に
統
一
し
た
。
な
お
、
天
皇
の
妻
の
「
妃
」
（
内
親
王
が
任
命

さ
れ
る
）
と
区
別
す
る
た
め
に
耐
天
皇
や
皇
太
子
の
妻
を
総
称
す
る
際
に
は
「
皇

妃
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。

（
４
）
「
相
撲
司
の
標
所
」
に
つ
い
て
、
吉
田
早
苗
氏
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。し
め

相
撲
司
の
主
た
る
役
割
の
一
つ
は
、
左
右
の
方
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
標

を
製
作
し
、
そ
れ
を
中
核
と
し
た
行
列
を
構
成
し
、
儀
式
の
場
に
入
場

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
標
と
は
山
形
に
中
国
風
の
飾
り
を
施
し
た
構
築

物
で
、
大
嘗
会
の
際
に
斎
場
か
ら
式
場
ま
で
進
む
悠
紀
・
主
基
の
行
列

の
中
心
で
引
か
れ
る
標
と
類
似
し
て
い
る
。

（
吉
田
早
苗
「
平
安
前
期
の
相
撲
節
」
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」

七
十
四
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

（
５
）
「
う
つ
ほ
物
語
」
に
は
、
第
十
一
巻
「
内
侍
の
か
み
」
に
準
備
か
ら
儀
式
ま
で

か
え
り
あ
る
じ

の
様
子
が
、
第
一
巻
「
俊
蔭
」
に
還
饗
の
様
子
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

い
し

い
す

（
６
）
「
椅
子
」
と
は
、
現
代
の
椅
子
の
よ
う
な
形
状
の
座
具
で
、
角
田
文
衞
監
修
「
平

安
時
代
史
事
典
」
（
角
川
書
店
、
’
九
九
四
年
）
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。座
具
の
一
・
（
ｂ
）

四
角
、
四
脚
で
左
右
に
肘
を
か
け
る
勾
欄
が
あ
り
、
後
ろ
に
は
鳥
居
形

ヱ
ユ
庁
也
」
と
載
せ
、
公
卿
に
よ
り
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

「
名
目
抄
』
に
「
初
任
公
卿
箸
座
之
時
、
撰
吉
日
作
之
、

○

と
の
記
載
が
あ
る
。
な
お
幼
帝
の
場
合
、
御
椅
子
の
前
に
は
承
足
と
呼

ば
れ
る
高
さ
五
寸
（
約
一
五
薄
）
の
足
継
ぎ
が
置
か
れ
た
。

（
関
ｕ
力
「
椅
子
」
「
平
安
時
代
史
事
典
」
）

関
口
氏
は
、
椅
子
の
使
用
者
と
し
て
、
公
卿
、
天
皇
、
春
宮
を
あ
げ
て
い
る
が
（
傍

線
部
ｂ
ｃ
）
、
親
王
や
后
、
上
皇
（
待
遇
）
、
勅
使
な
ど
に
対
し
て
も
椅
子
が

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
第
三
節
で
詳
述
す
る
。

（
７
）
拙
稿
。
ま
力
な
ひ
の
女
御
」
の
虚
構
性
ｌ
「
内
侍
の
か
み
」
巻
の
恋
愛
模
様
ｌ
」

（
「
う
つ
ほ
物
語
と
平
安
貴
族
生
活
」
新
興
社
前
二
○
’
五
年
）
で
は
、
女
御
が
「
ま

か
な
ひ
」
を
務
め
る
と
い
う
描
写
が
史
実
に
忠
実
で
は
な
い
こ
と
を
史
料
か

ら
検
証
し
た
。

（
８
）
大
日
方
克
己
「
相
撲
節
」
Ｓ
講
談
社
学
術
文
庫
古
代
国
家
と
年
中
行
事
』
講

談
社
、
二
○
○
八
年
）
。

（
９
）
左
右
近
衛
府
の
位
置
は
以
下
の
［
大
内
裏
略
図
］
の
Ａ
Ｂ
の
位
置
で
あ
る
。

常
置
さ
れ
、
前
者
は
黒
柿
製
、
後
者
は
紫
檀
製
で
あ
っ
た
。
東
宮
元
服

の
背
も
た
れ
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
坐
所
に
は
菌
が
敷
か
れ
た
。
「
延
喜

木
工
寮
式
」
に
大
筒
子
（
高
さ
一
尺
三
寸
〈
約
四
○
薄
〉
、
幅
一
一
尺
〈
約

六
○
託
ン
〉
、
奥
行
一
尺
五
寸
〈
約
四
六
巷
〉
）
と
小
筒
子
（
高
さ
一
尺
三
寸
、

幅
一
尺
五
寸
、
奥
行
一
尺
三
寸
）
の
場
合
の
規
定
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
に
）

ま
た
天
皇
が
用
い
る
椅
子
は
御
椅
子
と
呼
ば
れ
、
紫
晨
殿
・
清
涼
殿
に

の
際
に
用
い
ら

る
御
椅
子
に
‐
つ
い
て
は
、
「
江
家
次
第
」

七
に
ヨ

L＿＿
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Ｅ
…
建
春
門
Ｆ
…
玄
輝
門
Ｇ
…
朝
所

（
Ⅵ
）
調
査
対
象
と
し
た
文
献
は
以
下
の
通
り
。
引
川
も
以
下
の
本
に
よ
る
。

．
「
貞
信
公
記
』
「
九
暦
」
『
御
堂
関
Ｒ
記
』
『
小
右
記
』
…
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録
」
（
岩
波
書
店
）

。
「
吏
部
王
記
（
増
補
）
」
「
権
記
』
）
…
史
料
纂
集
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

一
大
内
裏
略
図
］

Ａ
左
近
衛
府
Ｂ
右
近
衛
府
Ｃ
…
職
御
曹
司
Ｄ
…
外
記
庁

H頁

Ⅱ

Ｆ

Ｂ

亡
豆
亘
に

Ｅ

Ｎ

＋

日
川
利
呵
団
川
、
上
官
な
ど
の
ゐ
る
床
子
ど
も
を
、
み
な
う
ち
倒
し
そ
こ

な
ひ
た
り
」
な
ど
、
く
す
し
が
る
者
ど
も
あ
れ
ど
、
聞
き
も
入
れ
ず
。

（
『
枕
草
子
』
「
故
殿
の
御
服
の
こ
ろ
」
二
八
四
頁
）

左
衛
門
の
陣
の
向
か
い
は
外
記
庁
で
あ
り
、
外
記
庁
の
椅
子
に
女
房
た
ち
は

の
ぼ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
注
９
［
大
内
裏
略
図
］
参
照
）
。

み
よ
う
も
く
し
よ
う
と
う
い
ん
さ
ね
ひ
ろ

（
Ⅲ
）
注
６
の
傍
線
部
ｂ
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
「
名
目
抄
」
（
洞
院
実
煕
著
、
十
五

世
紀
）
の
「
初
任
公
卿
箸
座
之
時
、
撰
吉
日
作
之
、
令
立
庁
也
」
と
い
う
記

述
に
よ
る
と
、
公
卿
は
新
任
の
際
に
椅
子
を
新
調
す
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
「
名

目
抄
』
は
室
町
前
期
成
立
の
有
職
故
実
書
だ
が
、
こ
の
こ
と
が
平
安
中
期
に

も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
傍
線
部
タ
に
雨
が
降
っ
た
た
め
に
新
し
い
椅
子

（
Ⅱ
）
「
椅
子
」
は
、
底
本
で
は
「
は
し
」
と
し
か
読
め
な
い
が
、
「
實
子
に
立
て
る
」

こ
と
が
可
能
で
、
「
は
」
と
字
形
が
類
似
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
「
椅
子
」

に
校
訂
す
る
諸
注
釈
書
に
従
う
。

（
皿
）
「
延
喜
式
』
…
新
訂
増
補
國
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）

（
旧
）
「
枕
草
子
』
「
故
殿
の
御
服
の
こ
ろ
」
で
は
、
｜
条
天
皇
の
后
の
定
子
が
父
の
道

あ
い
た
人
ど
こ
ろ

隆
の
喪
に
服
し
、
太
政
官
庁
の
朝
所
に
移
っ
て
い
た
時
に
、
定
子
の
女
房
が

わ
ざ
わ
ざ
左
衛
門
の
陣
（
建
春
門
）
の
あ
た
り
ま
で
行
き
、
悪
ふ
ざ
け
を
し

て
、
公
卿
（
上
達
部
）
の
座
る
椅
子
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
傍

線
部
ｄ
ｅ
）
。

く
は
せ
ぬ
事
な
り
。

￣

。
￣左

衛
門
の
陣
ま
で
行
き
て
、
倒
れ
さ
わ
ぎ
た
る
も
あ
め
り
し
を
、
「
か

Ｉ
女
房
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（
別
）
右
大
将
側
は
還
饗
の
た
め
に
準
備
し
た
も
の
を
、
別
の
用
途
ｌ
北
の
方
の
尚
侍

は
使
用
し
な
か
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。

げ
ん
き
も
人
し
き
の
み
ぞ
う
し

（
旧
）
玄
輝
門
、
職
御
茜
日
司
は
、
と
も
に
大
内
裏
の
中
に
あ
る
（
注
９
［
大
内
裏
略
図
］

参
照
）
。

（
肥
）
正
月
二
日
に
群
臣
が
後
宮
（
Ⅱ
后
・
皇
太
后
）
と
春
宮
に
拝
賀
し
た
後
に
行
わ

れ
る
饗
宴
の
こ
と
。

（
Ⅳ
）
「
古
代
の
宮
殿
の
室
内
」
（
「
室
内
と
家
具
の
歴
史
』
中
央
公
論
社
、
二
○
○
五
年
）

（
ご
平
安
中
期
の
史
料
・
文
学
作
品
に
加
え
て
、
平
安
後
期
の
歴
史
物
語
を
対
象
と

し
た
。
使
用
し
た
古
記
録
は
注
皿
に
同
じ
。

（
旧
）
左
近
中
将
が
右
近
衛
府
の
勝
利
の
際
に
演
奏
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
、
〈
岩
波
大
系
〉
〈
角
川
文
庫
〉
は
「
右
近
」
に
校
訂
す
る
。
「
左
近
」

の
ま
ま
で
解
釈
す
る
も
の
の
う
ち
、
〈
新
全
集
〉
は
「
左
近
中
将
は
、
参
議

兼
帯
の
仲
忠
と
涼
。
自
身
の
配
下
で
は
な
い
が
、
左
方
の
楽
に
は
、
音
楽
に

堪
能
な
二
人
の
中
将
も
ぜ
ひ
加
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
兼
雅
の
希
望
を
述
べ

た
か
。
」
「
す
べ
て
の
対
戦
が
終
了
し
、
勝
数
の
集
計
結
果
が
帝
に
奏
上
さ
れ

た
の
ち
、
左
右
が
互
い
に
奏
す
る
楽
の
こ
と
」
と
し
て
お
り
、
相
撲
節
当
日

の
演
奏
の
こ
と
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
還
饗
に
つ
い
て

語
る
文
脈
の
中
に
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
仲
忠
は
左
近
衛
府
所
属
だ
が
、
自

邸
で
行
わ
れ
る
饗
宴
で
演
奏
す
る
分
に
は
不
自
然
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
部
分
は
還
饗
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
る
相
撲
の
勝
負
に
対
し
て
行
わ
れ

る
演
奏
と
解
釈
し
た
。

＊
本
稿
は
二
○
｜
二
年
に
東
京
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
「
「
う
つ
ほ
物
語
」
と
平

安
貴
族
生
活
ｌ
歴
史
と
風
俗
の
視
点
か
ら
ｌ
」
［
第
Ⅲ
部
］
年
中
行
事
第
三
章
「
相

撲
節
の
虚
構
ｌ
左
大
将
家
で
の
準
備
・
椅
子
の
使
用
ｌ
」
に
加
筆
・
増
補
し
た
も
の

で
あ
る
。 就
任
の
饗
宴
ｌ
に
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
同
２
二
六
五
～
二
六
六

頁
）

（
Ⅲ
）
注
７
参
照
。

（
皿
）
仮
名
文
学
・
古
記
録
に
つ
い
て
は
、
注
皿
・
肥
参
照
。
調
査
対
象
と
し
た
有
職

故
実
書
は
以
下
の
通
り
。
引
用
も
以
下
の
本
に
よ
る
。

。
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
」
「
江
家
次
第
』
…
改
訂
増
補
故
實
叢
書
（
明
治
図
書
）

（
翌
『
後
二
条
師
通
記
』
『
中
右
記
』
は
一
条
朝
以
降
の
古
記
録
で
は
あ
る
が
、
参
照

し
た
。
調
査
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
大
日
本
古
記
録
」
（
岩
波
書
店
）

を
使
用
し
た
。
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